
千葉県　香取市 経営比較分析表（令和4年度決算）
分析欄

業務名 業種・事業名 管理者の情報 自己資本構成比率（％） 剰余金の使途について（具体的な使用実績事業を記入してください） １．経営の状況について
法非適用 電気事業 非設置 該当数値なし

水力発電所数 ごみ発電所数 風力発電所数 太陽光発電所数

- - - 5

その他発電所数 料金契約終了年月日 ＦＩＴ・ＦＩＰ適用終了年月日 電力小売事業実施の有無

- 令和5年12月31日　全施設 令和16年3月24日　与田浦太陽光発電所 無

売電先 地産地消の見える化率（％）※1

株式会社成田香取エネルギー -

※1 行政区域内の需要家に小売されたことが客観的に明らかであるものを計上。なお、この基本情報をもって全ての地産地消エネルギーへの取り組みを評価するものではない。

年間発電電力量（MWh） H30 R01 R02 R03 R04

水力発電 - - - - -

ごみ発電 - - - - -

風力発電 - - - - -

太陽光発電 5,955 5,791 5,673 5,786 5,616

合計 5,955 5,791 5,673 5,786 5,616

ＦＩＴ・ＦＩＰ以外 ＦＩＴ・ＦＩＰ 合計

年間電灯電力量収入（千円） 3,659 207,875 211,534

１．経　営　の　状　況

H30 R01 R02 R03 R04 H30 R01 R02 R03 R04 H30 R01 R02 R03 R04 H30 R01 R02 R03 R04 H30 R01 R02 R03 R04
■当該値 114.1 112.4 170.1 170.6 166.9 ■当該値 714.5 791.8 490.5 474.6 378.4 ■当該値 - - - - - ■当該値 36,828.8 37,706.0 25,180.0 25,129.4 27,799.1 ■当該値 121,809 117,963 189,250 191,702 193,087
■平均値 123.2 134.7 141.8 138.2 135.0 ■平均値 240.1 253.6 238.0 227.5 238.5 ■平均値 - - - - - ■平均値 19,863.5 19,066.3 18,998.7 17,544.5 19,886.6 ■平均値 34,140 33,434 36,820 35,532 36,111

２．経　営　の　リ　ス　ク ２．経営のリスクについて

●施設全体 ●発電型式別

H30 R01 R02 R03 R04 H30 R01 R02 R03 R04 H30 R01 R02 R03 R04 H30 R01 R02 R03 R04 H30 R01 R02 R03 R04
■当該値 16.0 15.5 15.2 15.5 15.1 ■当該値 - - - - - ■当該値 - - - - - ■当該値 - - - - - ■当該値 16.0 15.5 15.2 15.5 15.1
■平均値 32.6 31.3 31.8 31.6 30.4 ■平均値 - - - - - ■平均値 - - - - - ■平均値 - - - - - ■平均値 15.3 14.9 14.9 14.3 13.8

H30 R01 R02 R03 R04 H30 R01 R02 R03 R04 H30 R01 R02 R03 R04 H30 R01 R02 R03 R04 H30 R01 R02 R03 R04
■当該値 7.5 1.9 32.0 33.8 41.1 ■当該値 - - - - - ■当該値 - - - - - ■当該値 - - - - - ■当該値 7.5 1.9 32.0 33.8 41.1
■平均値 7.3 5.4 6.4 5.0 3.9 ■平均値 - - - - - ■平均値 - - - - - ■平均値 - - - - - ■平均値 0.7 0.4 1.8 1.8 2.7

H30 R01 R02 R03 R04 H30 R01 R02 R03 R04 H30 R01 R02 R03 R04 H30 R01 R02 R03 R04 H30 R01 R02 R03 R04
■当該値 390.6 361.5 328.4 285.0 259.4 ■当該値 - - - - - ■当該値 - - - - - ■当該値 - - - - - ■当該値 390.6 361.5 328.4 285.0 259.4
■平均値 160.4 175.4 166.4 201.7 192.3 ■平均値 - - - - - ■平均値 - - - - - ■平均値 - - - - - ■平均値 151.7 138.1 125.8 119.4 113.0

H30 R01 R02 R03 R04 H30 R01 R02 R03 R04 H30 R01 R02 R03 R04 H30 R01 R02 R03 R04 H30 R01 R02 R03 R04
■当該値 - - - - - ■当該値 - - - - - ■当該値 - - - - - ■当該値 - - - - - ■当該値 - - - - -
■平均値 - - - - - ■平均値 - - - - - ■平均値 - - - - - ■平均値 - - - - - ■平均値 - - - - -

H30 R01 R02 R03 R04 H30 R01 R02 R03 R04 H30 R01 R02 R03 R04 H30 R01 R02 R03 R04 H30 R01 R02 R03 R04
■当該値 97.1 97.1 97.1 97.1 98.3 ■当該値 - - - - - ■当該値 - - - - - ■当該値 - - - - - ■当該値 97.1 97.1 97.1 97.1 98.3
■平均値 83.4 82.5 83.2 87.9 82.3 ■平均値 - - - - - ■平均値 - - - - - ■平均値 - - - - - ■平均値 98.7 98.8 98.9 99.7 99.8

※ 平成30年度から令和4年度における各指標の全国平均値は、当時の団体数を基に算出していますが、設備利用率及び修繕費比率、企業債残高対料金収入比率、FIT・FIP収入割合については、令和4年度の団体数を基に平均値を算出しています。

全体総括

基金への積立の有無…有
  目的：修繕費の積立　　                     30,001千円
一般会計への繰出しの有無…有
　目的：生活環境向上施策推進事業　　78,761千円
その他の有無…有
　 目的：翌年度への繰越（実質収支）　　9,345 千円

剰余金（実質収支）は、全額繰越金として扱います。
太陽光発電施設を設置する際に、今後の大規模改修等を見据え、毎年1,000万（現在は施設増に伴い3,000万）を積立てることとしています（太
陽光発電施設維持管理基金）。
生活環境向上施策推進事業については、収益が天候に左右されること、また収益に対する経費及び上記基金との兼ね合いで調整し決定すること
もあり、決まった額はありません。
大規模修繕等の財源となる基金積み立てを着実に行いつつ、黒字を堅持する方針です。

①収益的収支比率
　気象状況の影響や太陽光発電所の一部が一時停止状況となり、売電
収入の減少及び大幅な修繕費の支出により、ほぼ横ばい傾向となって
いる。

②営業収支比率
　単年度の営業収支は黒字であるが、健全経営を続けていくために、
大規模修繕等を見据えた基金積立を着実に行っていく。

④供給原価
　施設の耐用年数より短い期間で借入れを行っているため償還開始が
早く、それに伴い償還額が多いことから高い供給原価に繋がってい
る。

⑤ＥＢＩＴＤＡ
　本稼働前であった平成25年度を除き収益性が確保されている。気象
状況の影響や太陽光発電所の一部が一時停止状況となり、売電収入の
減少及び大幅な修繕費の支出により、ほぼ横ばい傾向となっている。

※「発電型式別」の「太陽光発電」について記述しているため、「施
設全体」の表・グラフとは内容が異なる部分があります。
①設備利用率
　太陽光発電事業は天候等環境的要因に左右されるが、施設の適正な
維持管理等により発電効率の維持に努める必要がある。

②修繕費比率
　大幅な修繕及び太陽光発電施設（全施設）の機械警備の強化を図っ
たため、令和３年度と比較して修繕費比率が上昇した。

③企業債残高対料金収入比率
　企業債現残高は毎年減少傾向となっているものの、令和３年度と比
較して太陽光発電所の一部が一時停止状況となり、料金収入が減少し
た。

⑤FIT収入割合
　稼働当初は固定価格買取制度のみであったが、平成28年度から売電
先の変更により、固定価格買取制度＋αでの買取となったため、FIT収
入の割合が全国平均値より下回っている。調達期間終了後は、収入の
減少が見込まれる。

※「発電型式別」の「太陽光発電」について記述しているため、「施
設全体」の表・グラフとは内容が異なる部分があります。
　現状において、経営の健全性及び効率性は確保されているが、今後
の大規模修繕等の財源について基金積立を着実に行う等、計画的な維
持管理を行う必要がある。なお、今後の経営の指針とる経営戦略を策
定済である。
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